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日 時 

平成２０年３月６日 

１４時００分 

 

件     名 
新名神高速道路（亀山ジャンクション～草津田上インターチェン

ジ間）開通後１週間の交通状況（速報） 

  

概     要 

新名神高速道路の亀山ジャンクション(ＪＣＴ)から草津田上インターチェンジ(Ｉ

Ｃ)までの間(延長49.7km)が、2008年2月23日(土)15:00に開通しました。このた

び、開通後一週間の交通状況を速報としてとりまとめましたので、お知らせしま

す。 

＜ポイント＞ 

○新名神高速道路の交通量は、約２６,３００台／日でした。 

○一方、開通区間に並行する名神高速道路では、昨年に比べて交通量が約

１万５千台／日減少しており、新名神高速道路への転換が図られていると

推測されます。 

○両道路を合わせた断面の交通量は、昨年の同時期と比べ、約１万２千台

／日増加しました。この中には新名神高速道路の開通による誘発交通も

含まれていると推測されます。 

○新名神高速道路の開通により、豊田ＪＣＴ～草津ＪＣＴ間の所要時間は名

神ルートと比較して新名神ルートの方が約３０分短いことが確認されまし

た。また、開通前後における一般道路の亀山市～草津市間の所要時間が

約２０分短いことが確認されました。 

  

取  扱  い      

  

配 布 場 所 

中部地方整備局記者クラブ 中部経済産業記者会 

愛知県政記者クラブ    三重県政記者クラブ 

近畿建設記者クラブ    大手前記者クラブ 

大阪経済記者クラブ    大阪建設記者クラブ 

滋賀県政記者クラブ 

  

問 合 せ 先 

中日本高速道路株式会社 広報室（マスコミ専用） 

TEL．０５２－２２２－３６２８（直通） 

西日本高速道路株式会社 広報室（マスコミ専用） 

TEL．０６－６３４４－７４１０（直通） 

国土交通省中部地方整備局 道路部 地域道路課 課長 岡田 武久 

          TEL．０５２－９５３－８１７０（直通） 

国土交通省近畿地方整備局 企画部 広域計画課 課長 山本 清二 

          TEL．０６－６９４２－４０９０（直通） 
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新名神高速道路（亀山ジャンクション～草津田上インターチェンジ間） 

開通後１週間の交通状況（速報） 

 

１． 新名神高速道路と名神高速道路の交通量 

 

①新名神高速道路の交通量 

・開通翌日の2月24日(日)から3月1日(土)の１週間の平均交通量は約26,300台／日でした。 

 

②新名神高速道路の各インターチェンジ（ＩＣ）出入交通量 

･同期間の甲賀土山ＩＣ、信楽ＩＣ、草津田上ＩＣの平均出入交通量は、それぞれ 

約5,900台／日、約6,000台／日、約11,300台／日でした。 

 

③名神高速道路の交通量変化 

・同期間の名神高速道路の交通量を前年度と比較すると、関ヶ原ＩＣ～米原ＪＣＴ間は、 

約1万5千台／日、八日市ＩＣ～竜王ＩＣ間では約1万4千台／日減少しており、新名神高速道

路への転換が図られていると推測されます。 

 

２． 中部圏～近畿圏の交通量の変化 

 

・同期間における中部圏～近畿圏の主な高速道路の断面交通量を前年度の同時期と比較

したところ、 

・豊田ＪＣＴ近傍（Ａ断面）において、                増減無し 

・滋賀・岐阜県境～滋賀･三重県境（Ｂ断面）において、    約1万2千台／日増加 

・竜王町～甲賀市断面（Ｃ断面）において、            約1万2千台／日増加 

・草津ＪＣＴ近傍（Ｄ断面）において、                 約   5千台／日増加 

しました。 

交通量増加の中には新名神高速道路の開通による誘発交通も含まれていると推測され

ます。 

 

３． 高速道路と一般道路の所要時間の変化 

 

･豊田ＪＣＴ～草津ＪＣＴ間の名神ルートと新名神ルート両方の所要時間を測定したところ、名

神ルートと比較して新名神ルートの方が平日では約３０分短いことが確認されました。 

・また、開通前後における一般道路の亀山市役所～草津市役所間の所要時間を測定したと

ころ、開通後の方が約２０分短いことが確認されました。 

 

 

※ なお、一般国道２５号（名阪国道）については、新名神の開通前後で約２～３千台／日の交通量が減少してい

ますが、通常約５万台／日の交通量が約４万台／日と集中工事（H20.2.18～2.29）の影響を受けているため、

引き続きデータを収集し、分析していきます。 
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１．新名神高速道路と名神高速道路の交通量 

・開通翌日の平成２０年２月２４日（日）～３月１日（土）の新名神高速亀山ジャンクション（ＪＣＴ）～草津田上イン

ターチェンジ（ＩＣ）間の平均交通量は、約２６，３００台／日でした。 

・新名神高速のインターチェンジ出入交通量は、甲賀土山ＩＣが約５，９００台／日、信楽ＩＣが約６，０００台／日、

草津田上ＩＣが約１１，３００台／日でした。 

・一方、名神高速の交通量は、関ヶ原ＩＣ～米原ＪＣＴ間で、約１万５千台／日、八日市ＩＣ～竜王ＩＣ間で約１万４

千台／日減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※交通量計測装置によるデータを速報値として記載。 

※新名神開通前は、平成１９年２月２５日（日）から３月３日（土）までの日平均交通量を記載。 

新名神開通後は、平成２０年２月２４日（日）から３月１日（土）までの日平均交通量を記載。 

※新名神の平均交通量は、各ＩＣ間の交通量と距離を加重平均したものを記載。 

（亀山ＪＣＴ～甲賀土山：18.8km、甲賀土山～信楽：16.9km、信楽～草津田上：14.0km、全長：49.7km） 

草津田上IC出入 
11,300台/日 

信楽IC出入 
6,000台/日 

甲賀土山IC出入 
5,900台/日 

【新名神(信楽～草津田上)】
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【新名神(亀山JCT～甲賀土山)】
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【新名神の平均交通量】
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２．中部圏～近畿圏の交通量の変化 

・新名神高速開通後１週間の中部圏から近畿圏の主な高速道路の断面交通量を前年度の同時期と比較したところ、Ｂ断面では約１万２千台／日増加、Ｃ断面

では約１万２千台／日増加しました。また、Ａ断面では増減無し、Ｄ断面では約５千台増加しました。 

・一方、名神高速は、Ｂ断面では約１万５千台／日、Ｃ断面では約１万４千台／日減少しており、新名神高速への転換が図られているものと推測されます。 
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※交通量計測装置によるデータを速報値として記載。 

※新名神開通前は、平成１９年２月２５日（日）から３月３日（土）までの

日平均交通量を記載。 

新名神開通後は、平成２０年２月２４日（日）から３月１日（土）までの

日平均交通量を記載。 

草津田上IC出入 

11,300台/日

信楽IC出入 

6,000台/日 

甲賀土山IC出入 

5,900台/日 

【 Ｄ断面交通量比較 】
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３．高速道路と一般道路の所要時間の変化 

豊田ＪＣＴ～草津ＪＣＴ間の名神ルートと新名神ルート両方の所要時間を測定したところ、名神ルートと比較し

て新名神ルートの方が平日では約３０分短いことが確認されました。 

また、開通前後における一般道路の亀山市役所～草津市役所間の所要時間を測定したところ、平日におい

て約２０分短いことが確認されました。 
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一般国道１号の交通量
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豊田JCT⇔草津JCT間の所要時間

一般国道１号の所要時間と交通量の変化 

高速道路の所要時間の変化 

信楽～草津田上 
25,900台/日 

亀山JCT～甲賀土山
26,800台/日 

甲賀土山～信楽 
26,100台/日 

※１ 

※２ 

※３ 

※４ ※５ 

※名神ルート、新名神ルートともに、平成20年２月28日(木)の

実走による計測値の平均値。（朝、昼、夕の各時間帯にお

いて、上り・下り方向別に実走。実走とは、概ね走行車線を

制限速度以下で走行すること）  

 

※３ 交通量計測装置によるデータを速報値として記載。 

※４ 新名神開通前は、平成１９年２月２５日（日）から３月３日（土）までの

日平均交通量を記載。 

※５ 新名神開通後は、平成２０年２月２４日（日）から３月１日（土）までの

日平均交通量を記載。 

※１ 新名神開通前は、平成２０年２月１９日（火）、２月２１日

（木）の実走による計測値の平均値。 

※２ 新名神開通後は、平成２０年２月２６日（火）、２月２８日

（木）の実走による計測値の平均値。 

（実走とは、周辺の交通の流れに沿って走行すること） 
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